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※文部科学省のデータを元に作成
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https://www.yomiuri.co.jp/pluralphoto/20230408-OYT1I50182/



2023年5月15日
塾生の皆さんへ

慶應義塾大学

ChatGPT等生成AIの利用について

慶應義塾では「独立自尊」の精神のもと、自他の尊厳を守り、自らの判断と責任のもとで学び、思考し、
行動することを重んじています。ChatGPTなどの生成AIをはじめとする昨今の技術革新の成果は、正しく
活用すれば、その学びや思考、行動を向上させることに有効にはたらきます。

しかし技術に関する浅薄な理解にもとづく安易な利用は、
人間の主体性を阻害することにつながります。

各授業科目において、学部・研究科や担当教員が生成AIの利用を奨励もしくは許可する場合には、当該
教員等が示す方針のもとで適正に活用してください。ただし、生成AIを利用してレポート等を作成した
場合には、その旨を明記することが必要です。

なお、生成AIの利用は他者の力を借りることと同じ意味を持ちます。
各授業科目における課題や試験等に関して、独力で取り組むことが
求められている場合には、生成AIを利用することは認められません。
以上

https://www.students.keio.ac.jp/com/class/registration/chatgpt.html?fbclid=IwAR2aVRj_DewlsScOgPTPseUJIEI5zU3V0S2HssIGbkMlBDKbIh_7ddQNrfs



ChatGPT等生成AIの利用について

推奨する。

以上



ホワイトカラーの62%が
「ブルーカラーに転職」を検討

https://www.newsweekjapan.jp/stories/business/2025
/10/573663.php#goog_rewarded

弁護士より配管工のほうが稼げる？

https://www.businessinsider.jp/article/2601-is-the-
era-of-blue-collar-work-arriving/

コンサルからすし職人へ

…これからはブルーワーカー
の時代なのか。



三菱商事「一般職」

8年ぶり復活の真意

…銀行とは異なる

AI時代の人事戦略

https://biz-journal.jp/economy/post_392893.html



AIでできるしごと

https://forbesjapan.com/articles/detail/80496

1. プロンプトエンジニア
2. AI倫理責任者
3. AI支援医療技術者
4. AIメンテナンス
5. AIアナリスト



https://newswitch.jp/p/43251





人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律

（目的）
第一条 この法律は、・・・

研究開発及び活用の推進に関する施策の総合的かつ計画的な

推進

を図り、もって国民生活の向上及び国民経済の健全な発展に寄与
することを目的とする。





https://www.dentsu.co.jp/news/release/2025/0703-
010908.html

AIに感情を共有できる？



情報と経営で

イノベーション

の大学



You & I





全員起業
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岡田直己
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髙原幸一郎
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石戸奈々子
◯ソーシャルインパクト
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ChatGPT等生成AIの利用について

推奨する。

以上



新方針「AI大学にiUはなる！」

・全授業でAIを使う
・全教職員学生がAIを使う
・AI入試を導入する
・AI学長を実装する



プロジェクト



プロジェクト



プロジェクト





プロジェクト



1. 文章作成・編集
講演資料や説明資料の作成
インタビュー原稿の下書き作成

2. 翻訳・言語対応
日本語から英語への翻訳
英文メールの作成

3. 調査・情報整理
調べものの一次整理
他大学との比較調査

事務の利用例

4. 思考整理・壁打ち
アイデア出しや論点整理
企画や資料構成を考える際の補助

5. 資料・表の作成支援
表形式データの作成や整理
資料構成のたたき作成

6. 技術的サポート
Excel関数やコードの書き方指南
エラーの原因特定と解決方法



https://www.nikkei.com/article/D
GXZQOUC190LP0Z10C26A100000
0/



AI学長構想

⚫ 万能で汎用のAIは必ずしも人類を幸福に導くとは限らず
却ってAI支配の窮屈な社会に向かうかもしれない。

⚫ ヒトのようなAI＝寿命があり、生きる意味とリアリティをもつ。
万能でなく欠陥もあり感情もある。デジタルツイン。

ヒトのデジタルツイン

役に立つ、万能の
上司・教師

強い 弱い
等身大の

デジタルツイン
かしこい
アバター

モデルのインプット
＝人生を学習身体性

モデルのアウトプットを
LLMが学習

寿命設定

ダメでグズな
家族・友人



https://www.cmu.edu/news/stories/archives/2025/september/
chemists-can-discover-new-materials-more-quickly-with-ai

Chemists Can Discover New 
Materials More Quickly With AI

https://www.cmu.edu/news/stories/archives/2025/september/


https://www.sumitomocorp.com/ja/jp/news/topics/2025/group/20251006

住友商事と東京大学越塚研究室、生成AIを用いたリテイル
データ活用の高度化に向けた共同研究開発を開始～対話型
ユーザーインターフェースを採用し、ID-POSデータ分析の
効率化と簡易化を実現へ～



https://shift-
ai.co.jp/blog/3109/#%E5%A4%A7
%E5%AD%A6%E3%81%A7%E7%94
%9F%E6%88%90AI%E3%82%92%E
6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%9
9%E3%82%8B%E3%81%AB%E3%8
1%AF%E3%83%A2%E3%83%A9%E
3%83%AB%E3%82%84%E3%83%A
A%E3%83%86%E3%83%A9%E3%8
2%B7%E3%83%BC%E3%81%8C%E
5%BF%85%E8%A6%81



https://digisol-lab.com/column/japan-university-ai-case-study/2/

【日本の大学×AI活用】
全国26校の事例を
まとめて徹底紹介



立命館大学

英語学習ツール「Transable」を導入

AIから生成された英文を学生たちが修正をして使用



九州大学

学生のChatGPT活用事例について共有



東洋大学

生成AIを利用した自学自習

Slack上でGPT-4にボット形式でアクセス



近畿大学

チャットサービス
学内に関する質問を対話形式
でAIが回答する

ナレッジベース
学内の保有データを高精度で
AI情報検索できる



東北大学



長崎大学

AI-OCRで職員履歴書をデジタル化

立教大学

問い合わせ対応の効率化へ、AIチャットボットを導入

明治大学

事務業務にAI翻訳を活用





「AIキャンパス構想」に基づいて

慶應義塾とOpenAIが包括連携覚書（MoU）を締結

2025/12/11

https://www.keio.ac.jp/ja/news/2025/12/11/27-171227/

“AIを使いこなす側の大学”
として先頭に立つ



https://www.asahi.com/thinkcampus/article-120859/

国内で初めて「AI大学講師」が登場
学生１人ひとりに専属コーチのようにアドバイス



大学で生成AIを活用するメリット

1.  業務の効率化

2. 学生の教育・学習の効率化

3. 学生ごとに適したアドバイスを提供

4. 学内の知見や情報共有を円滑化



大学で生成AIを活用するデメリット

1. 機密情報や個人情報の流出・漏えいする恐れ

2. 必ずしも情報が正しくて倫理的とは限らない

3. 学生の学力や思考力の低下が懸念される

4.  一時的にコストが上がる



「ＡＩを使わない」
ことが

最大のリスク
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